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第 24 回社会福祉士・第 14 回精神保健福祉士国家試験 【共通科目①】  

やまだ塾の解答速報（1 月 29 日実施分） 

 

2012 年 1 月 30 日 19:15 掲載 

2012 年 2 月 1 日 10：30 一部修正 

 

● 変更はその都度行う。（変更分は青字で表示する） 

(1)問題 29：①を④に修正 （理由：番号の記載間違いのため）・・・2 月 1 日 10：30 修正 

 

科 目 問題 やまだ塾の解答 
（参考） 

簡易解説 

①人体の構造と機能及

び疾病（7 問） 
1 ① 

重複がん（多重がん）＝高齢者やがん家

系の人，ヘビースモーカーなどに多いと

される。 

  2 ⑤ 

吸気時は，横隔膜が下がり，外肋間筋の

収縮によって胸郭が広がると胸腔内の

容積が大きくなる。 

  3 ② 

・「健康づくりのための運動指針 2006～

生活習慣病予防のために～」 

・身体活動の強さと量を表す単位として，

身体活動の強さについては「メッツ」を用

い，身体活動の量については「メッツ・

時」を「エクササイズ」と呼ぶ。 

  4 ④ 

抗うつ薬で軽快しない場合や，副作用な

どで十分な薬物治療ができない場合に

は，電気けいれん療法(m-ECT)も行われ

る。 

  5 ① 
黄色ブドウ球菌は，化膿創，頭皮，鼻の

穴等に常在菌として存在する菌である。 

  6 ⑤ 

DSM-IV による境界性人格障害の診断

基準＝成人期早期に始まり，様々な状

況で明らかになる，対人関係，自己像，

感情の不安定および著しい衝動性を示
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す。 

  7 ③ 

廃用症候群モデルでは，生活機能の低

下が軽度である早い時期からリハビリテ

ーションを実施する。 

②心理学理論と心理的

支援（7 問） 
8 ⑤ 

物理的刺激の変化にもかかわらず，そ

のものの性質を同一に保とうとする知覚

の働きを「知覚の恒常性」という。大きさ，

形，明るさ，色，方向などに認められる。 

  9 ① 

作動記憶（作業記憶，ワーキングメモリ）

＝例えば，計算式の途中で繰り上がった

桁の数値を覚えていることなどをいう。 

  10 ④ 

5 か月～7 か月ではそろそろ人見知りを

する子も出てくる頃で，1 歳半ではそろそ

ろ自我も芽生え始め，何でも自分でやり

たがりる。 

  11 ② 

アイデンティティ拡散は，自分が誰なの

かわらない，何をすればいいのかがわら

ない，生きがいが見出せないという状態

である。 

  12 ⑤ 
ストレスは，「気の持ち方」だけでは変わ

らない。 

  13 ④ 

・「職場における心の健康づくり～労働者

の心の健康の保持増進のための指針

～」 

・「4 つのケア」が継続的かつ計画的に

行われることが重要とされている。 

  14 ① 
遊戯療法は，幼児や児童を対象にする

最も一般的な心理療法である。  

③社会理論と社会シス

テム（7 問） 
15 ④ 

「ホッブズ問題」は，パーソンズがホッブ

ズのなかに発掘した問題である。 

  16 ③ 

生産年齢人口は，15 歳から 64 歳で，こ

の年齢層が経済社会を支え，「従属人

口」は，15 歳以下の「年少人口」と 65 歳

以上の「老年人口」の合計で，「支えられ
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ている人口」に当たる。 

  17 ⑤ 

1980 年代半ば以降，労働を目的に来

日，滞在する外国人が増加した。彼ら

は，在日韓国・朝鮮人などのオールドカ

マーとの対比で，ニューカマー外国人とし

て位置付けられることが多い。 

  18 ③ 

・「市民が行う自由な社会貢献活動として

の特定非営利活動の健全な発展を促

進」（法第 1 条）することを目的として，

1998 年 12 月に NPO 法が施行された。 

・NPO は，社会的監視機能，カウンター

パワー（対抗勢力）になり得る。 

  19 ① 
イリイチ『シャドウ・ワーク』（共訳，岩波 

現代選書，1982） 

  20 ④ 

「共有地の悲劇」は，1968 年にハーディ

ンが発表した行動モデルで，環境問題と

の関連などで議論されている。かつて，

環境白書でも取り上げられた。 

  21 ② 
消去法により②を解答としたが，②に該

当するデータが見つからない 

④現代社会と福祉（10

問） 
22 ④ 

①公的扶助，②社会保険，③社会福祉，

④公衆衛生・医療の4つの制度を狭義の

社会保障といい，⑤恩給，⑥戦争犠牲者

援護を加えたものを広義の社会保障とし

ている。 

  23 ⑤ 

障害者の自立生活運動の先駆者である

ロバーツが，カリフォルニア大学バークレ

ー校に入学した 1962 年に始まったとされ

る。 

  24 ④ 

日露戦争後，経営内に福利施設を設置

する者が続出し，経営の援助の基に設

立された共済組合，経営の手による傷

痍・疾病などに対する扶助，日用品の供

給施設による生活扶助などが現れた。

（引用：<論説>日本的経営と日本文化-
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序論(下-2) 西澤, 眞三 2002） 

  25 ⑤ 

日本における 15～24 歳の失業率が

9.9％に達したとして，OECD が 2009 年に

日本に対して雇用対策が急務だと警告し

た。 

  26 ① 

「社会福祉士の倫理綱領」の「倫理基準

-3）社会に対する倫理責任」において，

「1.（ソーシャル・インクルージョン）社会福

祉士は，人々をあらゆる差別，貧困，抑

圧，排除，暴力，環境破壊などから守り，

包含的な社会を目指すよう努める。 」と

明記している。 

  27 ① 

男女共同参画社会基本法第 4 条＝「社

会における制度又は慣行についての配

慮」 

  28 ③ 

バウチャーの本格的な議論はフリードマ

ンによる提言がきっかけであり（1962

年），それ以来，バウチャーは市場メカニ

ズムを重視する立場からは，政策手段の

あるべき姿を代表するシンボルとみなさ

れてきた。（内閣府 2001 年） 

  29 

①→④ 

番号の記載間違い

を修正した。 

（2 月 1 日） 

「協同組合のアイデンティティに関する

ICA の声明」における「協同組合 7 原則」

＝①自発的で開かれた組合員制，②組

合員による民主的管理，③組合員の経

済的参加，④自治と自立，⑤教育、訓練

および広報，⑥協同組合間協同，⑦コミ

ュニティへの関与 

  30 ① 

インクリメンタリズムとは，前年度予算額

を出発点として，それにいくら上積みする

かだけを考慮して予算を編成するやり方

で，シーリング方式などはその形態であ

る。 

  31 ② 
失業者に一方的に失業給付を行うの

は，消極的労働市場政策である。 
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⑤地域福祉の理論と方

法（10 問） 
32 ⑤ 

パットナムは，1993 年の著書『Making 

Democracy Work』において，ソーシャル･

キャピタルを，「人々の協調行動を活発

にすることによって社会の効率性を高め

ることのできる，「信頼」「規範」「ネットワ

ーク」といった社会組織の特徴」と明記し

た。 

  33 ④ 
「地域福祉権利擁護事業実施要領」に，

設問通りの文言が明記されている。 

  34 ③ 
福祉活動専門員は，1966 年に国庫補助

で設置された。 

  35 ① 

高齢者，障害者等の移動等の円滑化の

促進に関する法律第 7 条＝「国民の責

務」 

  36 ② 

福祉活動専門員は，市区町村社会福祉

協議会に設置される職員で，市区町村

区域の民間社会福祉活動の推進方策の

調査，企画，連絡調整，広報，指導，そ

の他実践活動の推進を行う。 

  37 ② 

2008 年国民生活選好度調査＝「ボラン

ティア活動へ積極的に参加したい人は 6

割」と明記されている。 

  38 ① 

地域診断＝「住民の問題意識の程度」

「問題の発生原因」「ニーズと社会資源と

の関係（対策）」といった点が検討され

て，問題解決の条件を発見し，優先順位

や手順を確定することをいう。 

  39 ⑤ 

これからの地域福祉のあり方に関する研

究会報告書＝「情報共有を行うネットワ

ークは，地域福祉のコーディネーターに

よって形成が促進されることが期待され

る。」と明記されている。 

  40 ④ 

施設等の設立の場合は，施設コンフリク

トを伴う場合が多い。障害者福祉に関す

る理解を促すボランティア講座，シンポジ
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ウム等地域に向けての啓発活動が重要

である。 

  41 ⑤ 

地域におけるニーズや問題の所在・内容

を明らかにするため，アウトリーチによる

アンケート調査，聞き取り調査を用いるこ

とがある。 
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